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国総研の求める人材

⼈⼝減少。

激甚化する災害。

社会を⽀えるインフラの⽼朽化。

国⼟技術政策総合研究所は、

住宅・社会資本分野における

唯⼀の国の研究機関として、

国土交通省国土技術政策総合研究所

⾃動運転。

洪⽔の⾒える化。

ロボットによる点検・診断。

私たちは

我が国が直⾯する課題を、

新たな技術と柔らかな発想で

解決する研究に取り組んでいます。

「国での研究を通じて、
⽇本の未来に貢献したい。」

「現場の課題解決のため、
⾏政をサポートしたい。」

「⼤学の専攻を活かして、
とにかく社会に役⽴ちたい。」

そういった志を持つ皆さんを、

国総研はお待ちしています。

技術を原動⼒に、

現在そして将来にわたって

安全・安⼼で活⼒と魅⼒ある

国⼟と社会の実現を⽬指しています。
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つくば市の⽣活環境

社会の「これから」を作る研究所 職員インタビュー Message

給与・福利厚⽣等

Research

知識・スキルの向上
○勤務地︓茨城県つくば市
○勤務⽇︓⽉〜⾦曜⽇（完全週休⼆⽇制）
○勤務時間︓８︓３０〜１７︓１５（フレックスタイム制度利⽤可）
○給与等 ※⼀般職試験の場合
・基本給（学歴や職歴により加算あり）
【⾏政職】⼤卒程度︓209,612円〜
【研究職】院卒︓233,160円〜、学部・⾼専卒︓215,296円〜
・期末・勤勉⼿当（ボーナス）

年2回（6⽉、12⽉）⽀給
・その他

通勤⼿当、超過勤務⼿当、扶養⼿当、住宅⼿当等。官舎あり。
○休⽇・休暇
・完全週休⼆⽇制（⼟曜⽇、⽇曜⽇、国⺠の祝⽇、年末年始は休み）
・年次有給休暇

採⽤の年は1年間で15⽇。翌年からは20⽇。20⽇まで翌年繰越可。
・特別休暇

夏季休暇3⽇間の他、結婚、出産、忌引き等の場合は規定⽇数以内
で休むことが可能。

道路構造物の研究 河川の研究

生活を守り、
より良くするための研究

国総研での研究と
博士号の取得

河川の研究

土砂災害の研究

子育てしながら働ける

職場、国総研！

職員の福利厚生の仕事下水道の研究

私は今、⼈⼯知能（AI）を活⽤した河川管理に関する研究に
携わっています。⾃分で⼿を動かしてAIモデルを作成したり、
既存のモデルを改造しながら研究をしており、常に新しいもの
に挑戦していることを実感できてとても嬉しく思います。また、
⾃⾝の関わった研究の成果が河川管理のための⼿法として実装
され、社会に還元されることにやりがいを感じています。

今後は、現場のニー
ズについてより深く理
解するために、現地調
査等に参加し、研究の
ための幅広い視野を⾝
につけていきたいです。

河川研究部⽔循環研究室
⼩沢 嘉奈⼦

私は、道路交通安全研究室で、より安⼼・安全な道路空間の
実現をめざし、⾞の⾛⾏経路や急ブレーキが起きた場所を記録
するETC2.0プローブ情報を交通安全対策に活⽤する⽅法につ
いて研究を⾏っています。

国総研では、様々な分野で⼈々の⽣活をよりよくするための
研究を進めています。交通安全に関する研究は、⼈々の⽣活を
守るためであり、⾝近な課題を解決するための研究です。交通
事故をなくすため、
道路空間からできる
ことに取り組んでい
ます。

国総研では、被災地の復旧⽀援や新しい基準作りなど、他で
は経験できない仕事を⾏っています。私は、⼤規模地震による
下⽔道施設被害の現地調査や実験を⾏い、地震・津波対策を更
に効果的なものにする研究を⾏っています。プライべートでは
テニス部に所属し、つくば地区の⼤会参加に向け楽しく練習を
しながら健康増進を図っています。部員は他の研究部の職員や
幹部職員がおり、雑談を交えながら研究課題解決のヒントをも
らえる場にもなっています。

皆さんも、私たちと⼀緒に安⼼
・安全に暮らせる社会を創ってみ
ませんか︖次に我が国の地震・津
波対策を変えるのはあなたかも
知れません。

安⼼して⼦育てができると思
います。地元志向の⽅や、⼥
性の⽅には⾮常にお勧めの職
場です。

国総研の研究とは、机上での分析・検討のみならず、各地⽅
整備局・各地⽅⾃治体と協⼒して⾏う全国的な調査や現地ス
ケールでの⼤規模実験といった“国総研のオリジナリティーあ
ふれる研究”であり、いくつもの博⼠号に値する研究テーマを
抱えています。そんな国総研で、⼊省して以来実施してきた研
究の1つを題材として、2013年から博⼠号取得に向けて⼤学に
通い始め、2016年に博⼠号を取得
することができました。
研究を通じて国の技術の根幹を

⽀えつつ、⾃分⾃⾝の成⻑もした
い⽅にはお勧めの職場です。

私は、職員の共済組合や福利厚⽣等に関する事務を担当して
います。今の仕事等を通して、国総研の研究成果が安全・安⼼
な社会の実現につながっていると考えるとやりがいを感じます。
国総研は、⼦育てしながら働ける職場です。私⾃⾝、３⼈を

⼦育て中で、⼀昨年４⽉に育児休業から復帰し、現在は、育児
に関する制度を利⽤して、時短勤務をしています。

国総研の⼀般職（事務）は、転居を伴うような転勤は基本的
にありません。そのため、⼦供の転校を考える必要もなく、

職場環境

道路交通研究部
道路交通安全研究室
川瀬 晴⾹

総務部⼈事厚⽣課
厚⽣管理係
松岡 由紀⼦

✔知識・スキル向上のための研修が⽤意されており、
✔⼈事院や国⼟交通⼤学校主催の研修も受講可能。
✔先輩職員の研究蓄積や経験・ノウハウを聞くことの
✔できる機会が定期的にあり。
✔国総研での研究成果を活かした博⼠学位の取得も
✔可能。

✔⾷堂、売店、図書館、健康管理室などの福利厚⽣
✔施設あり。
✔和太⿎部、サッカー部、テニス部、バレー部、バス
✔ケ部、野球部、マラソン部、華道部、茶道部など、
✔クラブ活動が盛ん。

✔国際戦略総合特区に指定され、最先端の知が集積。
✔⼤型ショッピングモールや飲⾷店が多数あり、
✔公園や運動場、保育施設、市内イベントも充実。
✔⼈⼝は⼀貫して増加傾向。2019年現在、約23万⼈。
✔（2000年に対して約23％増︕）
✔つくば駅から都内（秋葉原駅）まで、最速45分。
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下⽔道研究部下⽔処理研究室
松橋 学

河川研究部海岸研究室
福原 直樹

現在、私は埼⽟県にある実家から通勤しております。実家か
ら国総研まで60km近くありますが、公共交通機関を利⽤して
1時間45分程で通勤できています。ちょうど通勤時間帯での移
動となりますが、都内とは反対⽅向に乗るため、確実に座って
移動することができていることは魅⼒です。

現在所属している研究室では学⽣時代と同じように⼟砂災害
に関する研究を⾏っているのですが、学⽣時代とは違った⽴
場・⾒⽅から研究しており、⾯⽩く、やりがいも感じておりま
す。研究を通じて国全体の計画に携わさせてもらえていると

⼟砂災害研究部砂防研究室
⻄脇 彩⼈

学生時代とは
違った立場からの研究

現在、私は下⽔道資源としてのレアメタル回収に関する研究
に携わっています。レアメタルのポテンシャルを把握し、産
業・下⽔道双⽅の観点から採算性・利活⽤⽅法等の実⽤性につ
いて検討しているところです。

⼊省１年⽬で右も左もわからない状態ですが優しい先輩⽅の
ご指導のもと業務ができ、充実した⽇々を過ごしています。

また、先輩の補助的役割だけでなく1年⽬から⾃分の研究が
あり、⾃分の考えで研究が進められることにとてもやりがいを
感じます。

これから国総研の⼀員として、国
⼟と社会を技術で⽀えられるような
研究開発を遂⾏するために、現場の
課題を正しく認識するとともに広い
視野と柔軟な発想を持って、業務に
取り組んでいきたいです。
下⽔道研究部下⽔処理研究室
⻑嵜 真

1年目から
自分の研究がある職場

道路地震防災研究室
⽯井 洋輔

道路構造物研究部

私は、⼟⽊構造物の地震時の挙動を観測し、得られたデータ
の分析や数値解析により観測記録に基づいて耐震設計基準の合
理化を図るための研究をしています。道路地震防災研究室では、
全国約２００箇所で構造物の地震観測を⾏っており、国総研し
か取得できないデータを⽤いて研究しています。

構造物が地震によって被災した際には、現地調査と地震観測
を⾏い、構造物の地震時の挙動
を評価して被災原因を追究する
こともあります。
構造物の地震時挙動の研究を

深め、地震に強いインフラをつ
くることに少しでも寄与したい
と考えています。

自らデータを取得して
調査・分析する研究所

いうことも、⾃分の中では⼤
きな糧となりつつあります。

将来的には技術を国を⽀え
ていけるような職員となって
いきたいと思っています。

AIを活用した研究

研究を通して
災害現場の復旧を支援

下水道の研究

道路交通の研究


